

	医療事故における

無過失補償制度導入について
NLD～法律学研究会～

	


�Ａくんたち家族を救うために、


何か良い方法は無いのであろうか？








ある日、家族でスキーに行ったＡくんは、スキーを楽しんでいたところ、スノーボーダーと接触し、左足を骨折した。その後、直ちに病院に搬送され、手術を受けて半年間入院した。一見回復したかに見えたＡくんであるが、しかし、その後別の病院で後遺障害認定を受けた。足は不自由になり、昔のようにＡくんはスキーをすることはできなくなってしまったのだった。





Ａくんの家族の脳裏にひとつの単語がよぎります――医療事故。


……Ａくんのために家をバリアフリーにするにも、費用がかかる。


……そして、真実を知りたい。


だが裁判で病院を訴えても、医療過誤が認められるのは一部だと聞く……。








